
第４回美浦村議会報告会

平成30年２月17日（土）

午前１０時から

みほふれ愛プラザ2階研修室
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次 第

１ 開 会
２ 議長あいさつ
３ 報 告

(１) 総務常任委員会報告
(２) 経済建設常任委員会報告
(３) 厚生文教常任委員会報告
(４) 美浦村議会議員会報告

－ 休 憩 －

４ 議会に関する意見交換
５ 副議長あいさつ
６ 閉 会

2



議長あいさつ

議長 沼﨑 光芳



委員長 下村 宏
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庁舎正面

庁舎側面

ボイラー棟全景

石炭ボイラー全景 5



発電機棟全景 車庫全景

発電機棟室内 車庫内全景
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨⑪

⑩

NO 設置場所

① 大谷信号付近

② 木原台信号付近

③ 清明川清明橋付近

④ 木原城山公園

⑤ 土屋丸宮木材付近

⑥ 日本馬匹輸送自動車付近

⑦ 旧ＪＡ安中入口信号付近

⑧ 高橋川防災カメラ
⑨ メガソーラー発電所
⑩ 県道上新田木原線
⑪ 地域交流館

H28設置
H29設置
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委員長 椎名利夫
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水防拠点

(独法)環境研究所

《 美浦村メガソーラー発電所全景 》
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《 概 要 》

項 目 摘 要

所 在 地
美浦村大字大山字作鍬1879
他

面 積
国有地払下げ36,831.50㎡
のうち約30,000㎡

売 電 先 （株）東京電力

稼 働 日 平成27年3月27日

定格出力 1,980kW

モジュール
東芝TA60M250WA/J
8,712枚

パワコン TMEIC 665kW 3台

売電価格
36.00円（税抜）
38.88円（税込）

美浦村メガソーラー発電所建設費

用地取得費 30,200,000円
設計費 5,378,400円
工事請負費 645,300,000円
東京電力負担金 43,500,000円
諸経費 2,087,070円

計 726,465,470円
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※ 平成２９年度においては予想値となります。

《 月別発電量推移 （H28.H29) 》
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発 電 量 2,823,310 ｋｗｈ

売電金額 101,639,052 円

剰 余 金 58,955,220 円

発 電 量 2,039,045 ｋｗｈ

売電金額 73,405,609 円

剰 余 金 - 円



《 美浦村地球温暖化対策機器設置等補助金 ① 》

美浦村電気事業会計の収益を財源として

平成２７年６月１日
美浦村地球温暖化対策機器設置等補助金交付開始

《補助対象機器および補助金額》
◇住宅用新エネルギーおよび省エネルギー機器設置
・住宅用太陽光発電システム 最大で２５万円（１kw５万円：上限５kw）
・自然循環型太陽熱温水器、強制循環型太陽熱利用システム １基２万円
・二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯器（エコキュート） １基３万円
・家庭用天然ガスコジェネレーション（エコウィル） １基５万円
・家庭用燃料電池（エネファーム） １基５万円
◇低公害車購入
・電気自動車（４輪以上の車） １台１０万円
・プラグインハイブリッド車 １台５万円
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《 美浦村地球温暖化対策機器設置等補助金 ② 》
《補助対象の条件》
◇住宅用新エネルギーおよび省エネルギー機器設置
・屋根材一体型は、屋根を載せた時点で工事着工とみなします。
・美浦村に住所を有する方
または新築して転入する予定があり完成時に美浦村に住所を有する方。

・申請者みずからが契約し、機器等の所有者かつ使用者となること。
・住宅が借家の場合は、当該住宅の所有者に同意を得ていること。
・申請した日の属する年度の３月末日までに工事が終了すること。

《申請時の添付書類》
◇住宅用新エネルギーおよび省エネルギー機器設置
・機器に係る見積書の写し、または経費の内訳が明記されている工事請負契約書の写し
・機器の形状および規格に関する資料
・機器の設置前の写真および機器設置場所を含む付近の地図
・村税等納付（納入）状況確認承諾書
・申請を委任する場合は委任状
・住宅用太陽光発電システムの場合はシステムの概要書

◇低公害車購入
・低公害対策車購入に係る見積書の写し、または経費の内訳が明記されている書類の写し
・法人事業者は、法人所在証明書
・個人事業者は、申請者が営む主な事業・内容を記した書類および村内での営業活動が確
認できる書類

・村税等納付（納入）状況確認承諾書
・申請を委任する場合は委任状 13
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国道１２５号大谷バイパス整備状況

H２９年３月供用区間 → 村道１０２号線交差点方面
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大谷跨道橋 → 役場東交差点方面

村道１０２号線交差点 → 役場東交差点方面
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委員長 林 昌子
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地域未来塾について

小・中・高校生対象に、大学生や教員OBなどの地域住民の協力によって学習支援を実施

◆家庭の事情により、家庭での学習が困難であったり、学習が十分に身についていない中学生への
地域と学校の連携・協力による学習支援の実施

◆教員を志望する大学生や学習支援ボランティアに興味のある地域住民や、学習塾などの民間教育業者、
NPO等の協力、学習ソフトウェア等の活用により、多様で効果的な学習支援が可能

学習機会の提供によって、基礎学力の向上を図る

◎学習支援が必要な小・中学校生徒、児童に対して学習習慣の確立
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平成29年度「美浦村地域未来塾」事業計画

目的：基礎学力の向上や学習習慣の定着

対象／定員 ： 美浦村在住の中学生／30名

実施教科 ： 英語・数学

学習内容 ： 通常の授業で学習している内容の補習、受験対策

実施場所 ： 中央公民館(学習室)、みほふれ愛プラザ(研修室)

実施期間／時間 ： 学期中(7月～3月※8月除く)／毎週土曜日 13時から16時
夏休み(8月)／14時から17時(10日程度)

実施体制 ： 学習支援員(教員OB、塾講師経験者、教員免許有資格者)
教育活動サポーター(大学生等)

実施形態 ： 自習形式・個別指導形式
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磁気ループシステムとは？
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《 ループ設置状況 》

窓口カウンター 設置状況 ① 窓口カウンター 設置状況 ②
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福祉介護課



会長 石川 修
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村議会議員選挙期日の改正について

◇選挙を同時に執行した場合の効果①

削減できると見込まれる経費

項 目 概算金額

投開票管理者・立会人報酬 ３０万円

事務従事者手当 ２００万円

投票所入場券郵便料 ７０万円

謝礼・費用弁償・消耗品・食糧費・チラシ折込料
機器点検料・会場借上料等

５０万円

合 計 ３５０万円

23



◇選挙を同時に執行した場合の効果②

経費削減以外の効果

○村長選挙は統一地方選挙であり、全国的にも選挙の気運が高まる時期
であることから、 同時に村議会議員選挙を行えば、村民の関心もさらに
高くなり、投票率の向上につながる。

○８月に選挙を行うと、猛暑での投票となることが多くなり、特に高齢者には
大変な負担が掛かっていた。４月の選挙であれば、気温もそれほど高くな
く、陽気がよい時期に投票が行える。

○８月は、競馬関係者の長期地方出張者が多い時期であり、短い期間に
滞在先で不在者投票を行うことが困難であったが、４月の選挙であれば
長期地方出張者もほとんどなく、美浦村の投票所で投票が行える。
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議員定数のについて

○議員定数⇒市町村の議会の議員の定数は、条例で定める。（地方自治法第９１条第１項）
○定数の変更⇒前項の規定による議員の定数の変更は、一般選挙の場合でなければ、こ

れを行うことはできない。（地方自治法第９１条第２項）

◇これまでの経過（平成15年以降）

定数を改正する
条例の施行日

改正前の定数 改正後の定数 削減数

平成１５年１月１日 ２０人 １６人 ４人

平成１９年４月１日 １６人 １５人 １人

平成２３年７月１日 １５人 １４人 １人

※ 昭和54年より定数は20名
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◇議員定数についての意見

○議員定数の２名削減
○次回の選挙から定数を１２名とする

○前回の村議会議員選挙は無投票であった
○当時(平成２３年）に比べて人口が５００人以上減少している
○議員定数の削減により経費の削減が図れる
○住民の意見を広く多く聞くためには現行の定数のほうがよい
○行政のチェックを行うことなどを考えると、定数を削減するべきではない
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議員報酬について

◇これまでの経過

平成１７年７月１日施行の条例により、議員報酬を５％削減。

区 分 改 正 前 改 正 後 差 額

議 長 ３４４,４００円 ３２６,０００円 △１８,０００円

副議長 ３１２,０００円 ２９６,０００円 △１６,０００円

議 員 ３０２,０００円 ２８６,０００円 △１６,０００円

※月額
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◇議員報酬についての意見

現 状 維 持

○議員報酬の増額は、村の行政に興味を持ってもらうためのきっかけとなるので

はないか
○若い人たちの家計的な面が、議員活動を志すための妨げとならないよう、議員

報酬の増額が必要ではないか
○定数を減らすことにより、経費を増やすことなく報酬を増額が出来るのではないか
○若い人たちにもっと政治に興味を持ってもらい、議員として活躍してもらうためには、
思い切った増額をしても良いのではないか

○議員定数の議論と議員報酬の議論は別々に考えるべき

○財政状況を考慮すれば、今、報酬を上げるべきではない
○理解してもらえるような活動が議員活動への理解や興味につながるのであって、報

酬の額がすべてではない
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29

選挙時期の改正、議員定数、議員報酬について





30

各常任委員会からの報告についての質問
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議会への意見、質問



議会への質問（事前質問）

樋口 明さん（舟子在住）からの質問

1. 美浦村村議会議員選挙について

2. 美浦村の財政について（財政の自立）

3. 美浦村の財政について（債務）



副議長あいさつ

副議長 小泉 輝忠


